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高等学校実践事例２ 「キャリア発達を支援するインターンシップ」
県立明野高等学校 URL:http://www.akeno-h.ed.jp/

１ 学校の概要
本校は，周囲を豊かな林に囲まれ，静かな環境の中にあり，現在１学年普通科３クラス，

310名余の生徒が在籍している。昭和52年に創立以来，創立３年目にして甲子園出場，二
度甲子園に歩を進めるなど学校として隆盛を極めた時期と，入学者が激減した時期を経験
し現在に至っている。この状況を乗り越えるために，これまで様々な試行錯誤を繰り返し，
現在はコース制や少人数制，教科間選択や多数の学校設定科目を設けるなど，生徒の実態
やニーズに応じたカリキュラムを実践している。
本校の教育は，①個に応じた生徒指導と基本的な生活習慣の確立，②「分かる授業」「楽

しい授業」を通しての基礎学力の定着，③生徒一人一人の進路希望の実現と望ましい職業
観・勤労観の育成，④特別活動及び部活動の活性化，⑤保護者・地域に根ざした開かれた
学校づくりの五つの柱を目標として掲げ，日々教育活動の充実のために邁進している。

２ キャリア教育を推進するためのカリキュラムの開発の概要
本校はこれまで，生徒の学習意欲の欠如や学力不足，夢や希望の希薄さや卒業後の離職

率の高さなど，進路に関する多くの課題を抱えてきた。そのために，生徒の実態やニーズ
に応じたカリキュラムの開発や改善に取り組み，様々な学校行事や教育活動を計画し実施
してきた。
しかし，準備に膨大な手間をかけた学校行事であっても，「とりあえずやりました」方

式の一過性行事で終わってしまい，果たして生徒の学びが高まったかというと疑問が残っ
ていた。また，や
る気と活力に満ち
た教員が多いが，
経験には乏しく，
教育活動がマニュ
アル化され硬直化
しているという課
題もあった。そこ
で，教職員の共通
理解を図りながら
カリキュラムの見
直しと改善を図る
ために，生徒の実
態やニーズを考慮
した上で，図１の
ように２年間の研
究を進めることと
した。 図１ キャリア教育に関する研究の概要
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３ 特に力を入れてきた取組
(1) キャリア教育推進のための体制づくりと教職員の共通理解
(2) キャリア教育推進のためのカリキュラムの見直しと改善

４ 実践内容
(1) キャリア教育推進のための体制づくりと教職員の共通理解
① キャリア教育推進のための体制づくりと重点目標の設定

本校では，教務主任，
進路指導主事，生徒指導
主事と各学年主任で構成
するＧ６という組織があ
り，これまで定期的に集
まりをもってきた。そこ
で，キャリア教育を推進
するための運営組織につ
いては，既存の組織Ｇ６
をそのまま「キャリア教
育推進委員会」として活
用することにした（図２）。図２ 校内運営組織図
また，キャリア教育の実施体制については，キャリア教育推進委員会を中心に，学

校行事，各学年の行事及び各種教育活動をサポートするために，各校務分掌との連携
を図った（図３）。

図３ キャリア教育推進のための実施体制
以上のような組織と実施体制に基づき，発達段階に応じてキャリア教育を推進する

ために，キャリア発達に関する各学年ごとの重点目標を定めた（表１）。これらを踏
まえ，本校におけるキャリア教育に関するイメージ図を作成した。
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表１ 各学年のキャリア発達に関する重点目標
１ ○新しい環境に適応するとともに他者との望ましい人間関係を構築できる。
学 ○自己の能力・適性を理解できる。
年 ○様々な情報を収集し進路選択の幅を広げることができる。
２ ○他者の価値観や個性を肯定的に認め，受容できる。
学 ○自己の職業的な能力・適性を理解し将来設計ができる。
年 ○進路実現に向けた課題を理解し，検討できる。
３ ○自己の能力・適性を的確に判断し，卒業後の進路について具体的な目標と課
学 題を定め実行に移すことができる。
年 ○理想と現実の葛藤を通して困難を克服するスキルを身に付ける。

② キャリア教育に関する教職員の共通理解
ア キャリア教育に関するアンケートの実施(平成19年10月実施)

本校教職員22人を対象に，キャリア教育について教職員の意識調査を行った。それに
よると，本校生徒のキャリア諸能力については，人間関係形成能力である「自他の理解
能力」や「コミュニケーション能力」と意思決定能力である「選択能力」や「課題解決
能力」に関して特に課題があることが分かった。また，ほとんどの教職員が，若者にニ
ートやフリーターが年々増加している点や職業人としての資質が低下している点に危惧
を抱いており，職場（企業）見学やインターンシップ等の様々な教育活動の必要性を認
めている。さらに，教員の社会勤労体験やキャリア教育に関する研修の必要性も認め，
キャリア教育を今後一層進めていくことに関しては肯定的にとらえている。反面，半数
以上の教職員が，キャリア教育のために新たな時間を確保することや各教科でキャリア
教育を意識した授業を行うことに関しては困難である，と回答している。
以上のことから，キャリア教育を推進するためには，効率的な校内研修を実施すると

ともに，効果的で学びの質を高めるカリキュラムの改善をしていく必要があると感じた。
イ キャリア教育に関する校内研修の実施

キャリア教育の推進に向けて，校内の教職員の共通理解を図るために，２回の校内研
修を部活動のない放課後や非授業日に１～２時間程度実施した。
・第１回キャリア教育に関する研修会(平成20年１月30日)

「キャリア教育を推進するための課題」と題して，指導者である教員のキャリア教
育に関する専門性の向上を図るとともに，キャリア教育の共通理解を図った。特に，
現在行っている様々な教育活動をキャリア教育の視点からもう一度見直し，キャリア
教育の諸能力である８能力を高めたり深めたりする教育活動は何かということを，付
箋を用いたワークショップ型研修で実施した。

・第２回キャリア教育に関する研修会(平成20年９月30日)
「キャリア・カウセリング」と題して，教育研修センター担当指導主事よりキャリ

ア・カウセリングの講義を受けた。また，参加者を３人１組ずつに分け，ロールプレ
イの演習を行うとにより，キャリア・カウセリングの手法の一端を学んだ。
このカウンセリングの技法は，その後の個別面談や三者面談に生かしていくことに

した。
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(2) キャリア教育推進のためのカリキュラムの見直しと改善
① インターンシップを中心とした取組

これまで本校では，様々な進路行事を実施してはきたが，一過性の行事として終わっ
てきており，準備に膨大な時間と労力をかけた割にはキャリア諸能力を育むことができ
たか疑問が残った。そこで，一過性の行事にせず，各行事のつながりをもたせ，行事の
事前事後の教育活動を充実させるよう改善を図るとともに，各行事のねらいや教育活動
の価値を生徒に意識させることが大切と考えた。特に，本校では，２年生全員に行うイ
ンターンシップを中心にすえ，他の進路行事を関連付け，つながりをもたせようとした。
ア インターンシップ実施までの進路行事

図４は，インターンシップ実施までの進路行事の流れを表したものである。

図４ インターンシップ実施までの進路行事
１年生では，卒業生から話を聞く就職ＯＢ懇談会に始まり，就職ガイダンス，職業

講演会，２年生代表者によるインターンシップ報告会へとつなげていく。なお，この
間，道徳や総合的な学習の時間も関連付け，特に，コミュニケーション能力や職業理
解能力を育むとともに，自己の能力や適性を理解させ，進路選択の幅を広げさせるよ
うにする。２年生になると，インターンシップガイダンスや事前マナー講習会などを
通して，他者の価値観や個性を理解し，受容できるようにしていく。

イ インターンシップの実施について
インターンシップは，６月下旬，２日間にわたり，２年生106人全員が近隣46事業

所に赴き実施した。事業所については，製造，販売，幼稚園・保育所，老人ホーム，
消防署，ＪＡ等多業種に及んだ。図５は，インターンシップ実施後における生徒への
キャリア諸能力に関する意識調査の結果である。

図５ インターンシップ実施後のキャリア諸能力等についての意識調査
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前ページのキャリア諸能力等についての意識調査からは，７割以上の生徒が自他の
理解能力，コミュニケーション能力や役割把握・認識能力を身に付けているととらえ
ていることがわかる。特に，インターンシップを通して勤労に関する考えの変容があ
ったと答えた生徒の割合は，85％を越えている。報告書の内容からは，実習中生徒の
ほとんどが出社時間・挨拶・言葉遣いについてよくできており，実習態度も良好であ
ったことが分かった。生徒の感想文からは，仕事をやり遂げた喜びや他者からの温か
い対応への感謝の気持ち，社会の厳しさ，働いている人の苦労など，体験することに
よる多くの気付きや学びを読み取ることができた。総じて，生徒各個人が自己の将来
や進路について考えるよい機会となった。インターンシップに参加することにより，
生徒は自分の可能性に気付き，また異世代の他者との協力関係の中で，責任をもった
行動をなしえた喜びと自信を得ることができた。実習現場での生の言葉，価値観に直
に触れる体験も勤労観・職業観の形成のきっかけとなり，また「生きる力」につなが
っていくと考える。

ウ インターンシップ実施後の進路行事
図６は，インターンシップ実施後の進路行事の流れを表したものである。

図６ インターンシップ実施後の進路行事

インターンシップ後には，生徒各個人がインターンシップについての報告書や感想
文を作成し，クラスでの発表を行うことによって，プレゼン等のコミュニケーション
能力をさらに高めるとともに，自己の職業的な能力・適性を理解し，将来設計ができ
るようにした。また，日々の教育活動を通して，進路実現に向けた課題を理解し，課
題解決のための一歩を踏み出せるようにした。あわせて「記録集」をインターンシッ
プ実施企業に送付して次年度の足がかりをつけておくようにした。さらに，３年生で
は，進路ガイダンスや卒業生から話を聞く就職ＯＢ懇談会や企業見学，キャリア・カ
ウセリングを通して，卒業後の進路について目標と課題を定め，具体的な努力ができ
るようにした。また，理想と現実の葛藤を通して，困難を克服するスキルを身に付け
られるようにした。

② キャリア教育を推進するその他の教育活動
キャリア教育の推進を図る取組として，１年生で実施する道徳や産業社会と人間，全学

年で週２時間実施する総合的な学習の時間「啓明タイム」等，進路行事につながる教育活
動は数多くある。すべての生徒対象ではないが，特に，自他の理解能力やコミュニケーシ
ョン能力の伸長等，キャリア発達を促す教育活動を以下に紹介する。
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ア マナーアップ運動
春と秋の年２回，近隣小・中学校と連携して，自他の理解能力やコミュニケーショ

ン能力の伸長をねらいとして，マナーアップ運動を実施している。本校からは，生徒
会中心に40人程度参加し，近隣小学校の校門付近で朝の挨拶運動を展開している。

イ ボランティア活動
県立協和養護学校と連携し，自他の理解能力やコミュニケーション能力の伸長をね

らいとして，協和養護学校の運動会や収穫祭に希望者を募ってボランティアを派遣し
ている。また，総合的な学習の時間の一環として啓明タイム「保育」選択者を対象に，
餅つきの補助をしながら養護学校の児童生徒と交流をしていく取組を実施している。

ウ 家庭・地域に対する啓発活動
明野高等学校で行っている行事や活動の状況を，カラーのスナップ写真にして「進

路ニュース」や「明野高校最新ニュース」に掲載し，保護者，地域住民，通学生徒の
いる近隣中学校に配付している。域内の中学校訪問や中学校説明会の際にも，ハイス
クールガイドとあわせて生徒や保護者に説明・配付している。この活動は，保護者や
地域住民等とのコミュニケーションを行う契機となることをねらいとしている。今年
度は4,500部を作成し，旧明野町の全家庭に配布する予定である。

５ 研究のまとめと本校からの提言
(1) キャリア教育推進のための体制づくりと教職員の共通理解について

新たにキャリア教育のための組織を編成せず，既存の組織形態をそのまま活用したこ
とは，効率的で運用しやすい方法であった。また，キャリア教育に関する校内研修会を
実施したことは，全職員がキャリア教育に関して理解を深め，各教育活動についてのね
らいや価値付けについて認識を深めることができた。

(2) キャリア教育推進のためのカリキュラムの見直しと改善
インターンシップを中心として，進路行事や各教育活動を関連付け，つなげていくこ

とは，それぞれの学びの質を高め，生徒のキャリア発達を促す役割を果たした。ボラン
ティア活動をはじめとする体験的活動は，自他の理解能力やコミュニケーション能力を
高める取組となったと思われる。










































